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を良くし，雨期から夏期の含水比低下諦険を行った。地  

山の含水比が大きくばらつくため，定期的に突固め試験  

を実施し，コア材料の含水比管理を行った。この試験は  

昭和56年7月から9月まで実施した。なお，RIによる含  

水上L 密度の測定も行った。   

この3箇月間の雨量は392m叫 月平均131mmであった。  

ところで，コア山における湧水は最終盛立時まで続いた。   

この試験の過程で，新たに設計基準の最低密度（1．185  

t／m3）に満たない軽い材料が試験点数の31．5％に達し  

た。このため，土取場の見直しを含め採土吉個のための  

土質試験として土取場を50mメッシュに区分し，交点に  

おいて探さ方向1．1m－2．4m，2．4m－3．7m，3．7m  

～5．Omの3層の採取を行い，突固め特性，含水比，粒土  

試験を行った。この結果から含水比および実固め密度の  

マップを作成した。含水比は54点の平均値で3．7％高く  

（怖ち一隅5），基準密度に満たない部分（鳥95％≦1．185  

t／m3）が全体の17％にも達することがわかった。さらに  

吸水率が38％にもなる孔隙率の高い礫を多量に含んで  

あることも判明した。   

当初の計画段階ではコア材の採取方法はコア山採土の  

本堤直送方式とし，撒出し厚は2鮎叫 転圧は被牽引式の  

3t複胴タンビングローラ6回転庄であったが下記の様  

に工法変更した。   

土取場土質は洪積層からなり，マサ状を呈する砂質土  

とシルト質粘土で統一分類によるとGc～Sc，CH～MH  

に分類される。レキ質のものは片麻岩，安山岩の軟質の  

ものと，その他チャートの小レキ，雲母，石英粒，長石  

粒とによって構成される。   

L記のように軽い材料も含め土質が不均一な面と盛土  

試験圭おける透水係数の関係から，盛土材料を均一化さ  

せるため，ストックパイル方式に決定した。   

コア11」でレーキ曝気後，集土し，ストックパイルにて  

力二†削二積み込み，目標含水比に達していない場合は更に  

レーキ曝気を繰り返し転圧を行った。   

ストックパイルからの採土方法は積み込んだ層目をブ  

ルドーザによって斜めに切る集土方式で行った。管理基  

準によるオーバサイズのレキ（＋15仙皿）除去および含水  

比の調整は各々コア山での集土時とストックパイルと盛  

立箇所の本堤の3段階で行った。   

盛土試験については転庄機種選定のため砂質土，粘土  

質およびその混合土に対して行った。   

転圧機種は3tonタンビングローラの予定であったが  

他ゾーン，半透水Ⅰ，ⅠⅠゾーンにおいて11toIl振動タンビ  

ングローラを使用する舌個であったため，機種の併用を  

行うため11ton振動タンピングローラで12回転圧するこ  
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l．概要  

合所ダムは九州農政局発注の耳納山麓農業水利事業  

の一環で，本堤盛立は昭和57年8月に着工し（仮締切を  

除く），昭和60年11月に完了した。   

盛立作業は年間を通しての稼動が可能であったが，冬  

期はコア材，ロック材はコア山および第2原石山からそ  

れぞれ採取した。ロック材についてはさらに洪水吐掘削  

による発生材も使用した。また，フィルター材について  

は工場から購入した。  

・傾斜コア型ロックフィルダム型式  

・堤高 60．7m（且エ．139．2m）  

・堤項長 270．Om  

・堤体  

仮絡切  85，300m8  

不透水ゾーン   149，600m，  

半透水ゾーン  213，900m8  

透水ゾーン  飢1，300m3  

フィルターゾーン 57，700m3  

計  1、317、800m3  

・総貯水量  7，600，000m3   

このうち，不透水ゾーンであるコア盛立の当初からの  

品質管理について，その経緯と問題点について述べる。   

2．経緯  

土取場選定は昭和48年～56年，農業水利事業所および  

コンサルタントによって踏査，試掘，試験を行い，当ダ  

ム敷左岸上流2．9kmに位置する（ダム敷との標高差172・5  

m）小高い尾根部分に音個された。この湧水が確認され，  

材料の含水比が比較的高いため，表土1mをはぎ取り，  

各20mX20m，30mX30m，40mX40mの区切を行い，  

その周囲にトレンチ溝（幅6鮎mX深さ2．5m）を設け排水   

＊九州（支）合所（出）副所長  

＊蠣中国（支）末武川ダム（出）工事係長  

＊＊＊九州（支）合所（出）  



抄録  西松建設枝報VOL．9  

とに決定した。材料はストックパイルによる混合材料で  

ある。以l二の方法により，施工管理を行った。   

3．問題点と反省  

コア111はコア採上の当初から湧水が絶えず表土剥処理  

後l〔l然曝気方式では含水比の低下は見られずストック  

パイルにそのまま運搬できなかった。従ってトンネル形  

態等の思い切った水抜き工を行う必要がある。また転庄  

は11ton振動タンビングローラによる12回転圧を行った  

が転圧時間が長くなるため出来高があがらなかった。  

ロックフィルダムの場合，盛立の進捗は天候の影響を直  

接受けるコアの盛立に左右されるため，使用機械の選定  

の際輪庄同数が少なくてすむ大型機種が適切であろう。  

またコア材の含水比を調整する有効な手段の確立が必要  

と考えられる。   

また，盛立の管理試験を簡略化する目的でRIの使用を  

試みたが当コア材の混入レキが不均一なため測定値の分  

散が人で試験室での手作業に頼らざるをえなかった。   

なお，管理試験結果についてはパーソナルコンピュー  

タを用いてグラフ化し，整理した。   

Tablelにコアの管理基準を示す。  
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注意：不透水村の粒度範囲内であっても⑧よりも急傾斜な精度分布のものは使用できない。  

Fig．1不透水材  

Tablel合所ダムコア管理基準  

種別  試♯（判定）種目  
ヨ■■■■』    ・   ・  

試験（測定）方法   品 f規 格   試■（ポ定）基準   処  置   備  考  

不  含 水t試験   JISA1203「土の含水量試験方  許容含水比  限度含水比（－9．52mm）  土取■l回／日 3点／回  倭用の適否については監  
透  法」及び簡易法による。  管理規定の閥係図参照 w≦仙．0％   卑 体1回／日 3点／回  督■員の頼示による。  

ホ  JISA1210「土の粟国め武瞼方  

ア  法」  
栗鼠 め 試♯  隻 体1回／1日  9．52ml巾＞30％の場合は¢150mmモ【ルドで   

（¢100mmll上．JISE亡150％）  
3カーブ／回  γJ”∫－P9．ゝ2カープを作る。  

ン  柑．52mmでふろい分け）  

ま  
き  
出  凸闇＜捌値二＿g．52孟芸完芸芸諾蒜削耀≧95％   
厚  乗艦め最大た♯密度  

20  

JISA1214r現場における土の  p952＞捌促＝同レキ餌≧粥％   

粟国め最大紘ヰ密度   
所定の密瘡が得られ虻い  

転 庄  ′ご′ごし－9．52は9．52mm以下のもの。  隻体1回／日 3ケ所／回  

12  レキは9．52肋－38．1mmのもの。  
る。  

モ←ルドは¢150mm以上を任用する。  
4  

ha （2）  

／  飽和度5r≧85％sr＝」吐竺」 （％）   

hて  

（3）  

toh  最小乾慢密度＝1．185t／mユ  
タ  
ン  JISA1201  最大粒径15伽Im  
ピ  9．52mm含有率58％以内   t取場1回／5ml点／回  規格を外れた場合は採択  均等係数の小さいものを行う。   
ン  
クー  （ふるい分り）   74〝 含有率10％以上   堤 体1回／日 1点／回  方法等の検討を行う。  Fi■．1事軋  

S  書  JISA1218  規格を外れた場合はγJ．   

V  「   4．4×10‾6cm／sec以下   lM乃m   l点／回    均等係数の′トさいものを行う。   
90  内   を行う。   Fi■l事軌  

透水武鹸  規楕せ外れ′こ鴫今は含水  
3部  lXlO‾㌔Ⅷ／sec以下   

斗   1回／3Ⅰ¶    3点／回   比．飽和度．再転円；など の検討を行う。  た＝了賢所トnム・（デト■r3十かr‡   
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